
３  協 議 事 項  

( 2 )「 生と 性の カ リキ ュラ ム の推 進」 ＝小 学 校・ 中学 校 版 ＝  

学校 との 連 携に おけ る 取 り 組み につ いて  

 

１  概 要  

小牧 市で は 子ど もた ちの 命 と性 をめ ぐる 実 態か ら、学 校 保健 教 育

研 究 会 と 母 子 保 健 推 進 協 議 会 が 連 携 し 、「 小 牧 市 生 と 性 の カ リ キ ュ

ラム 」作 成に 取 り組 み、平成 1 9 年度 から「生 」（ 人間 らし く いき い

きと 共に 生 きる ここ ろ ）と 性（ 健や かな 体 と命 の大 切さ ）を学 ぶこ

とで「 心豊 かに いき いき と 生き る力 を持 つ 子の 育成 」を目 指し 、市

内の 小中 学 校で カリ キュ ラ ムが 実践 され て いる 。ま た、 平成 2 7 年

度 か ら は 高 等 学 校 に お い て も 生 と 性 の カ リ キ ュ ラ ム を 推 進 し て い

る。  

 専 門 的 な 内 容 を含 む 小 学 2 年 生と 中学 3 年生 、高校 生 の 内 容に つ

い て 、 外 部 講 師 と し て 「 生 と 性 の カ リ キ ュ ラ ム 」 を 実 施 し て い る 。 

 

 

＜協 議事 項 ＞  

右記 の と お り学 校と 連携 を 図り 実施 をし て い る 授業 につ い て、今

年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 集 合 の 機 会 が 持 て

ず、 これ ま でと 同様 の実 施 がで きな いと 想 定さ れま す。  

小 牧 市 で 成 長 す る 子 ど も た ち が 皆 同 じ 内 容 で 学 習 で き る 機 会 と

して いる こ とか ら 、今 年度 の 授 業を どの よ うに 実施 する と よい かご

意見 をお 願 いし ます 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

各学 年の 授 業詳 細  

主 題  対象  目的  内容  令 和 元

年 度 実

績  

「 お へ そ

の ひ み つ 」 

 

小 学 二 年 生 と

そ の 保 護 者  

（ 複 数 ク ラ ス

で 実 施 ）  

母 体 内 の 赤 ち

ゃ ん の 成 長 と

出 産 の 様 子 、生

命 誕 生 に お け

る 命 の 強 さ と

大 切 さ に 気 づ

き 、自 分 や 相 手

を 大 切 に す る

心 を 養 う  

・ 命 の は じ ま り  

・ 胎 児 の 成 長  

（ 胎 児 人 形 抱 っ

こ ）  

・ 赤 ち ゃ ん が 生

ま れ る 体 験  

1 6 校  

2 7 3 7 人  

「 素 敵 な

大 人 に な

ろ う  

～ 性 感 染

症 の 予 防

～ 」  

中 学 三 年 生 の

生徒  

（ 学 年 集 合 で

実施 ）  

性 感 染 症 の 学

習 を 通 し て 、

男 女 の 交 際 の

あ り 方 や 、 お

互 い 相 手 に 思

い や り を 持 つ

こ と の 大 切 さ

に気 づく 。  

・性 感染 症 に

つい て（ 水 を

用い た実 験 ）  

・お 互い を 尊

重し 合っ た 付

き合 いに つ い

て  

8 校  

1 0 9 7 人  

 

「 望 ま な

い 妊 娠 と

性 感 染 症

に つ い

て 」  

高校 生  

※ 対 象 学 年 は

学 校 に よ り 異

な る （ 学 年 集

合で 実施 ）  

望 ま な い 妊 娠

や 性 感 染 症 に

つ い て の 知 識

を 持 つ と と も

に 、 自 分 や 相

手 の 生 き 方 を

大 切 に す る 気

持ち を育 む 。  

・性 感染 症、 望

ま な い 妊 娠 に

つい て  

・妊娠 適 齢期 に

つい て  

・自己 肯 定に つ

いて  

3 校  

4 3 2 人  
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